
内
村
鑑
三
（
一
八
六
一
’
一
九
三
○
）
は
、
今
か
ら
丁
度
一
○
○
年

前
の
一
八
九
八
年
の
七
月
葉
山
で
開
催
さ
れ
た
基
督
教
青
年
会
主
催

の
夏
期
学
校
で
「
今
日
の
困
難
」
と
題
す
る
講
演
を
行
な
っ
て
い
る
。

そ
の
講
演
で
内
村
は
、
あ
る
宣
教
師
に
「
悔
ゆ
る
こ
と
が
三
つ
あ
り

ま
す
」
と
語
っ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
。
そ
の
三
つ
の
悔
い
る
こ
と
と

は
何
か
。
（
全
六
’
五
六
以
下
）

第
一
は
、
此
世
に
生
れ
て
来
た
事
。

第
二
は
、
西
洋
へ
行
っ
た
事
。

第
三
は
、
基
督
教
を
信
じ
た
事
。

［
平
成
十
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
特
集
・
近
代
思
想
史
に
お
け
る
「
異
郷
」
と
し
て
の
日
本

序
三
つ
の
後
悔

内
村
鑑
三

第
一
の
「
此
世
に
生
れ
て
来
た
事
」
は
、
こ
の
講
演
で
「
我
々
は

此
困
っ
た
時
代
に
此
困
っ
た
国
に
生
れ
て
来
た
者
」
と
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
こ
の
時
代
に
こ
の
日
本
に
生
れ
て
来
た
こ
と
を
悔
い
る
と

（
１
）

読
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
を
福
沢
諭
吉
（
一
八
三
五
’
一
九
○

二
と
比
較
す
る
と
対
照
的
で
あ
る
。
福
沢
は
周
知
の
よ
う
に
『
文

こ
と

明
論
之
概
略
』
の
「
緒
言
」
で
、
「
今
の
時
は
殊
に
大
切
な
る
好
機

会
と
い
う
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
困
難
な
る
課
業
に
当

る
と
い
え
ど
も
、
こ
こ
に
ま
た
偶
然
の
僥
倖
な
き
に
あ
ら
ず
」
な
の

で
あ
る
。

第
二
の
「
西
洋
へ
行
っ
た
事
」
は
、
内
村
に
よ
れ
ば
西
洋
に
行
か

な
け
れ
ば
「
日
本
国
の
悪
き
所
が
見
え
ず
し
て
其
改
革
の
要
を
認
め

な
か
っ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
福
沢
と
対
照
的
で
あ

原
島
正
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る
。
福
沢
は
西
洋
を
知
り
、
西
洋
の
紹
介
者
に
な
れ
た
こ
と
を
後
悔

す
る
ど
こ
ろ
か
、
誇
り
に
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
内
村
に
と

っ
て
は
、
西
洋
を
知
っ
た
こ
と
は
、
日
本
の
現
状
に
違
和
感
を
覚
え
、

西
洋
を
知
っ
た
こ
と
（
実
際
の
西
洋
体
験
は
二
四
歳
か
ら
二
八
歳
ま
で
四
年

間
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し
た
こ
と
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
）
を
後
悔
す
る
と

述
べ
る
。
さ
ら
に
内
村
は
、
「
基
督
教
を
信
じ
た
事
」
を
後
悔
す
る
。

内
村
は
こ
の
日
本
で
基
督
者
に
な
っ
た
こ
と
は
「
実
に
不
幸
」
な
こ

と
で
あ
り
、
「
身
を
処
す
る
上
に
非
常
の
困
難
を
来
す
」
と
言
う
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
内
村
は
日
本
が
そ
の
地
理
学
上
の
位
置
か
ら
も
、

国
民
の
思
想
に
於
て
も
東
洋
の
一
部
で
あ
り
な
が
ら
、
他
方
基
督
教

が
西
洋
か
ら
来
た
も
の
で
、
西
洋
を
作
っ
た
も
の
は
基
督
教
で
あ
る

か
ら
「
基
督
教
を
信
ず
れ
ば
精
神
的
に
西
洋
化
」
さ
れ
る
。
そ
し
て

日
本
は
捨
て
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
「
否
な
前
よ
り
も
深
く
日
本

を
愛
す
る
様
に
成
っ
た
」
の
で
あ
る
。
日
本
と
基
督
教
の
狭
間
に
立

た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
内
村
の
言
う
「
二
つ
の
Ｊ
」
（
盲
匡
“
と
言
皀

で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
講
演
で
は
「
私
の
思
想
に
是
が
為
め
に

大
変
動
が
来
り
、
私
は
東
洋
主
義
を
郷
げ
捨
つ
る
様
に
な
っ
た
の
は

確
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
い
つ
も
苦
痛
が
伴
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
内
村
に
と
っ
て
、
こ
の
日
本
（
東
洋
）

と
西
洋
の
違
い
が
明
確
に
示
さ
れ
る
の
が
「
義
理
と
義
務
」
の
違
い

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
内
村
が
「
義
理
と
義
務
」
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

内
村
は
「
義
理
と
義
務
」
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
全
文
を
引
用

し
て
対
比
す
る
。

ヂ
ユ
ー
チ
ー

「
日
本
倫
理
に
義
理
あ
り
て
西
洋
倫
理
に
義
務
あ
り
、
義
理
は
情

的
倫
理
に
し
て
私
的
な
り
、
是
に
反
し
て
義
務
は
理
的
倫
理
に
し
て

公
的
な
り
、
前
者
は
情
に
従
ひ
後
者
は
理
に
則
る
、
義
理
は
情
愛
に

富
む
も
不
公
平
な
り
、
義
務
は
不
人
情
の
如
く
に
見
え
て
公
平
な
り
、

義
理
は
家
族
的
道
徳
に
し
て
、
義
務
は
国
家
的
道
徳
な
り
、
薩
長
政

府
の
不
公
平
な
る
は
其
義
理
に
縛
ば
ら
る
る
が
故
な
り
。
北
条
政
府

の
公
平
な
り
し
は
其
義
務
を
重
ん
ぜ
し
が
故
な
り
、
義
務
の
観
念
に

薄
く
し
て
国
政
は
永
久
に
持
続
し
得
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。
」
（
「
義

理
と
義
務
」
一
八
九
九
年
八
月
、
全
七
’
二
四
九
）

義
理
日
本
の
倫
理
情
的
倫
理
（
情
に
従
う
）
私
的

不
公
平
家
族
的
道
徳
薩
長
政
府

義
務
西
洋
の
倫
理
理
的
倫
理
（
理
に
従
う
）
公
的

公
平
国
家
的
道
徳
北
条
政
府

こ
こ
で
言
う
、
「
家
族
的
道
徳
」
と
は
忠
孝
に
代
表
さ
れ
る
儒
教

道
徳
で
あ
る
。
内
村
は
「
日
本
人
の
倫
理
」
と
し
て
、
「
君
に
対
し

て
は
忠
、
父
母
に
対
し
て
は
孝
、
兄
に
対
し
て
は
悌
、
夫
に
対
し
て

○
Ｏ

は
貞
を
説
き
し
も
、
社
会
て
ふ
公
的
集
合
躰
に
対
す
る
義
務
な
る
も

１
義
理
と
義
務
Ｉ
そ
の
一
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の
を
教
へ
ざ
り
し
な
り
」
と
述
べ
、
日
本
に
は
「
文
明
諸
国
に
於
て

唱
道
せ
ら
る
・
公
的
生
涯
な
る
も
の
」
が
な
い
こ
と
を
批
判
す
る
。

（
「
日
本
人
の
倫
理
」
一
八
九
九
年
八
月
、
全
七
’
二
四
八
）

内
村
に
よ
れ
ば
、
家
族
的
道
徳
で
あ
る
忠
孝
で
は
、
国
家
と
い
う

「
公
的
大
団
躰
に
応
用
し
て
其
効
力
は
甚
だ
微
弱
」
で
あ
る
。
国
家

を
経
営
す
る
た
め
に
は
、
国
家
的
道
徳
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
国
家
的
道
徳
と
は
「
公
平
を
愛
す
る
の
念
」
で
あ
り
、
「
自
由

を
貴
ぶ
の
心
」
で
あ
る
。
そ
し
て
「
忠
孝
の
上
に
建
設
せ
ら
れ
し
国

家
は
其
基
礎
の
小
な
る
が
為
に
蕊
れ
む
、
自
由
と
公
道
と
を
士
台
と

す
る
国
家
は
永
久
に
栄
え
む
・
」
と
い
う
の
が
内
村
の
主
張
で
あ
っ
た
。

（
「
国
家
的
道
徳
と
し
て
の
忠
孝
」
一
八
九
九
年
四
月
、
全
七
’
一
九
）

上
記
の
「
義
理
と
義
務
」
の
文
章
で
注
目
す
べ
き
は
、
薩
長
政
府

と
北
条
政
府
を
対
比
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
内
村
が
両
政
府
に
つ

い
て
記
し
て
い
る
文
章
を
次
に
引
用
す
る
。

「
名
義
の
立
派
に
し
て
実
行
の
挙
ら
ざ
る
は
薩
長
政
府
な
り
、
名

義
の
拙
く
し
て
実
行
に
最
も
富
み
し
は
北
条
政
府
な
り
、
前
者
は
尊

王
愛
国
正
義
公
論
を
唱
導
し
、
政
権
を
握
て
未
だ
三
十
年
な
ら
ざ
る

に
、
真
道
日
々
に
衰
へ
、
著
侈
日
々
に
増
加
し
、
吏
は
傲
に
し
て
驍
、

民
は
僻
に
し
て
惰
、
後
者
は
賊
名
を
千
載
に
垂
れ
、
大
義
名
分
に
誇

る
べ
き
な
く
し
て
、
一
百
五
十
年
の
長
き
、
日
本
歴
史
の
未
だ
曾
て

認
め
ざ
る
高
尚
厳
粛
な
る
政
治
を
我
国
に
供
し
た
り
、
若
し
名
を
以

て
云
は
ん
乎
、
松
方
正
義
、
伊
藤
博
文
、
後
藤
象
二
郎
、
大
隈
重
信

内
村
は
義
理
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
も
記
し
て
い
る
。

「
日
本
の
社
会
に
義
理
な
る
も
の
が
あ
る
、
是
は
外
国
に
於
て
は

決
し
て
見
な
い
所
で
あ
っ
て
、
是
が
為
に
苦
め
ら
れ
る
も
の
は
東
洋

の
日
本
人
に
限
る
。

○
○
、
、

義
理
と
は
義
務
で
は
な
い
。
義
務
は
宇
宙
の
大
道
を
尽
す
こ
と
で

あ
っ
て
、
是
は
極
く
高
尚
の
事
で
あ
る
、
然
し
日
本
で
称
ふ
義
理
な

る
も
の
は
詰
ら
な
い
社
会
の
習
慣
に
従
ふ
事
で
あ
っ
て
、
是
は
極
く

卑
屈
の
事
で
あ
る
、
そ
う
し
て
義
務
の
念
に
は
至
て
薄
い
日
本
人
は

義
理
の
た
め
に
は
殆
ん
ど
全
生
涯
を
費
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

（
中
略
）
義
理
は
日
本
人
の
精
神
を
縛
る
縄
で
あ
る
、
是
あ
る
が
た
め

に
彼
等
の
思
想
も
発
達
し
な
け
れ
ば
、
政
治
も
腐
敗
す
る
、
是
れ
あ

る
が
為
に
日
本
に
は
真
正
の
忠
臣
も
孝
子
も
義
士
も
出
て
来
な
い
、

（
中
略
）
其
義
理
の
念
が
変
じ
て
義
務
の
念
と
な
る
ま
で
は
日
本
国
は

至
て
詰
ら
な
い
国
で
あ
る
と
思
ふ
・
」
（
「
義
理
」
一
九
○
○
年
二
月
、

全
八
’
四
五
七
）

等
は
皆
義
士
な
り
、
忠
臣
な
り
、
若
し
実
を
以
て
評
せ
ん
乎
、
北
条

泰
時
、
同
時
頼
、
同
時
宗
等
は
日
本
国
民
の
恩
人
な
り
、
余
輩
は
敦

れ
を
選
ぶ
べ
き
か
を
知
ら
ず
。
」
（
「
胆
汁
数
滴
」
二
十
三
薩
長
政
府
と

北
条
政
府
、
一
八
九
七
年
四
月
、
全
四
’
一
三
二

２
義
理
と
義
務
ｌ
そ
の
二
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こ
こ
に
「
義
理
と
は
義
務
で
は
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
義
務
は
「
宇
宙
の
大
道
に
尽
く
す
事
」
で
あ
り
、
「
高
尚
の
事
」

で
あ
る
。
他
方
、
義
理
は
「
詰
ま
ら
な
い
社
会
の
習
慣
に
従
う
事
」

で
あ
り
、
「
卑
屈
の
事
」
で
あ
る
。
「
日
本
人
を
縛
る
縄
で
あ
る
」
と

も
言
う
。
そ
の
義
理
の
習
慣
の
例
と
し
て
内
村
は
、
「
使
い
物
」
「
進

物
」
の
販
売
に
よ
る
商
売
の
繁
盛
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
、
「
日

本
人
の
中
か
ら
義
理
な
る
も
の
を
取
り
除
い
た
な
ら
ば
彼
等
の
商
売

（
２
）

の
半
分
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
ふ
」
と
述
べ
る
。

内
村
は
「
義
務
」
で
人
が
救
わ
れ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
義
務

が
重
荷
と
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
初
期
の
作
品
『
求

安
録
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

○
○
○
○
０
０
○
○
０
０
○
○
○
○
○
○
○
○
Ｏ
○
○
○
○

「
義
務
よ
、
義
務
よ
と
叫
ぶ
も
の
は
能
く
義
務
を
果
す
人
に
あ
ら

○
○
○
Ｏ

ざ
る
な
り
、
義
務
の
念
は
荷
担
と
な
り
、
心
志
を
圧
し
て
そ
の
活
動

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

力
を
減
殺
す
る
も
の
な
り
、
如
何
に
面
白
き
学
科
も
学
校
の
課
目
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

な
り
て
強
ひ
ら
る
、
時
は
そ
の
甘
味
返
て
苦
味
と
変
ず
る
が
如
く
如

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

何
に
高
尚
な
る
事
業
も
義
務
と
し
て
之
に
当
る
時
は
乾
燥
無
味
の
奴

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

隷
的
事
業
と
変
ず
る
な
り
。
」
（
全
二
’
二
二
○
以
下
）

内
村
に
と
っ
て
伝
道
や
慈
善
事
業
は
、
義
務
と
し
て
為
す
の
で
は

（
３
）

な
い
。
道
楽
窟
８
９
で
あ
る
。
「
基
督
の
救
に
与
か
り
て
よ
り
義

務
を
尽
す
は
快
楽
と
変
ず
る
と
同
時
に
罪
を
犯
す
は
苦
痛
と
変
ず
る

○
○
○
○
○
０
０
○
○

な
り
、
善
を
愛
し
悪
を
悪
む
の
念
は
始
め
て
此
時
に
起
る
な
り
。
」

（
全
二
’
二
二
二
）

序
で
述
べ
た
と
お
り
、
内
村
は
日
本
と
基
督
教
の
狭
間
に
立
た
さ

れ
た
。
基
督
者
に
な
っ
た
た
め
に
、
日
本
と
の
関
係
で
異
邦
人
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
基
督
者

内
村
は
、
ど
こ
で
日
本
［
広
く
東
洋
］
と
「
衝
突
」
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

内
村
の
文
章
を
引
用
す
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

「
東
洋
の
社
会
は
人
倫
と
称
す
る
情
実
的
道
徳
に
由
て
成
立
っ
者

、
、
、
、
、

で
あ
り
ま
す
、
然
る
に
基
督
教
は
多
く
の
場
合
に
於
て
は
此
種
の
道

か
へ
り
み

徳
を
顧
な
い
者
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
藁
に
此
社
会
と
此
宗
教
と
の

間
に
非
常
の
衝
突
が
起
る
の
で
あ
り
ま
す
。
」
（
「
信
仰
維
持
の
困
難
」
一

九
○
四
年
一
二
月
、
全
一
二
’
四
八
三
以
下
）

こ
こ
で
「
衝
突
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
内
村
は
井

上
哲
次
郎
著
『
教
育
ト
宗
教
ノ
衝
突
』
（
一
八
九
三
年
）
を
考
え
て
い

た
に
違
い
な
い
。
当
時
の
多
く
の
基
督
者
た
ち
は
、
井
上
に
基
督
教

は
決
し
て
日
本
の
道
徳
に
「
衝
突
」
し
な
い
と
論
駁
し
た
の
で
あ
る

が
（
そ
の
文
献
は
『
井
上
博
士
と
基
督
教
徒
』
三
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
）
、

内
村
は
「
衝
突
」
は
止
む
を
得
な
い
、
「
世
に
若
し
基
督
教
と
情
実
的

道
徳
と
を
調
和
せ
ん
と
計
る
者
が
あ
り
ま
す
れ
ば
其
人
は
無
理
を
企

（
４
）

つ
る
者
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
る
。

内
村
に
よ
れ
ば
、
「
基
督
教
は
神
の
教
え
で
あ
り
ま
し
て
、
是
は

３
日
本
と
基
督
教
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純
正
義
で
あ
り
ま
す
」
。
そ
し
て
神
の
子
と
し
て
の
基
督
信
者
に
は
、

△
△
△
△

君
も
な
け
れ
ば
、
親
も
な
く
、
妻
子
、
兄
弟
も
な
い
、
「
神
の
前
に

△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△

独
り
立
た
る
霊
魂
は
実
に
不
人
情
な
る
者
」
だ
と
言
う
。
け
れ
ど
も
、

基
督
信
者
も
「
情
の
動
物
な
る
人
」
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
、
情
の

絆
を
断
ち
切
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
基
督
教
か
ら
離
脱
し
て
し
ま
う
。

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
０
０
○
○
○
○
○
○
○
○
○

「
我
等
日
本
人
に
取
て
最
も
辛
ら
い
こ
と
は
理
に
反
く
こ
と
で
は
な

０
○
○
○
○
○
０
○
○
○
○
○
０
Ｏ

く
し
て
、
情
に
逆
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
」
（
同
壹
日
本
人
の
最
大

多
数
に
と
っ
て
、
「
情
と
道
理
」
が
一
つ
で
あ
り
、
「
不
人
情
者
」
は

「
大
悪
人
」
の
代
名
詞
だ
と
言
う
。

以
上
の
内
村
の
文
章
か
ら
、
「
正
義
」
と
「
道
理
」
と
「
人
情
」

を
キ
ー
・
ワ
ー
ド
と
し
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の

三
つ
に
つ
い
て
内
村
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
人
生
の
問
題
を
解
決
す
る
に
方
て
、
第
一
に
考
ふ
べ
き
は
正
義

で
あ
る
。
第
二
が
道
理
で
あ
る
、
第
三
即
ち
最
後
が
人
情
で
あ
る
、

此
順
に
従
っ
て
解
決
せ
ん
乎
、
万
事
は
容
易
に
解
決
せ
ら
る
・
」

（
「
義
理
と
人
情
」
一
九
二
二
年
七
月
、
全
二
七
’
一
七
八
以
下
）

内
村
に
よ
れ
ば
、
人
生
の
問
題
の
解
決
に
「
正
義
」
「
道
理
」
「
人

情
」
と
も
に
必
要
で
あ
る
。
大
切
な
の
は
、
こ
の
三
者
の
ど
れ
が
最

○
０
０
Ｏ

も
肝
要
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
優
先
順
位
で
あ
る
。
「
第
一
は
正

４
正
義
と
道
理
と
人
情

○
○
０
０

義
で
あ
る
」
。
何
故
な
の
か
。
「
基
督
教
の
神
は
厳
父
で
あ
る
、
慈
母

で
な
い
、
彼
は
正
義
に
由
ら
ず
し
て
近
づ
く
事
が
出
来
な
い
」
か
ら

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
基
督
教
の
神
は
、
正
義
の
神
で
あ
り
、
「
正
義

に
由
ら
ず
し
て
は
人
を
救
け
給
は
な
い
」
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
我
々

も
、
先
ず
正
義
を
基
準
に
物
事
を
判
断
し
、
実
践
し
て
行
く
こ
と
を

よ

内
村
は
勧
め
る
。
「
縦
し
其
道
は
十
字
架
を
通
過
す
る
と
も
。
」

○
○
○
○
○
○
○
Ｏ

「
第
二
は
道
理
で
あ
る
」
。
内
村
は
「
人
間
は
特
に
道
理
の
動
物
で

あ
る
、
文
明
と
云
ひ
文
化
と
云
ふ
は
人
生
に
於
け
る
道
理
の
実
現
に

外
な
ら
な
い
。
」
と
言
う
。
そ
し
て
、
常
識
と
は
、
「
道
理
が
人
類
の

永
き
実
験
に
裏
書
せ
ら
れ
」
た
も
の
で
あ
り
、
最
も
信
頼
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
基
督
教
は
「
正
義
に
基
き
道
理
に
適
う
罪
の
赦

し
の
道
」
で
あ
る
。

内
村
は
道
理
を
重
ん
じ
る
。
そ
し
て
基
督
教
が
道
理
の
宗
教
で
あ

る
こ
と
を
主
張
す
る
。

「
宗
教
は
感
情
ば
か
り
で
は
な
い
、
又
深
い
静
か
な
る
道
理
で
あ
る
、

道
理
の
解
釈
に
苦
む
者
に
向
っ
て
は
道
理
を
以
て
之
に
応
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」
（
「
医
術
と
し
て
の
宗
教
」
一
九
○
七
年
一
二
月
、
全
一
五
’

二
九
九
）
「
基
督
教
は
如
何
に
見
て
も
道
理
の
宗
教
で
あ
る
。
人
に
良
心
が

有
り
、
彼
が
罪
を
犯
す
間
は
基
督
教
の
必
要
は
止
ま
な
い
。
基
督
教

が
供
す
る
罪
の
赦
し
の
途
が
無
く
し
て
、
人
に
真
個
の
平
安
は
有
り

得
な
い
。
神
が
罪
人
を
義
と
し
て
自
か
ら
義
た
り
給
う
道
は
基
督
教
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△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△

を
除
い
て
有
り
得
な
い
。
科
学
と
合
致
し
得
る
や
否
や
の
問
題
で
は

△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△

な
い
。
良
心
を
満
足
し
得
る
や
否
や
の
問
題
で
あ
る
。
」
（
「
私
の
基
督

教
」
一
九
二
九
年
五
月
、
全
三
二
’
一
○
八
）

○
○
○
○
○
○
○

「
第
三
は
情
で
あ
る
」
。
内
村
は
決
し
て
情
を
否
定
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。
「
情
は
人
生
の
花
で
あ
り
、
実
で
あ
る
、
生
命
其
物
で
あ

る
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
」
と
述
べ
る
。
情
が
あ
っ
て
こ
そ
、
詩
と

歌
が
出
来
る
。
さ
ら
に
家
庭
と
国
家
を
作
る
の
も
情
で
あ
る
。
け
れ

△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△

ど
も
、
「
情
は
情
と
し
て
単
独
で
立
っ
事
は
出
来
な
い
、
情
は
理
に

△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△

由
っ
て
支
配
さ
れ
、
義
に
拠
っ
て
立
っ
て
、
情
は
脆
く
あ
る
、
変
り

た
よ

易
い
、
筒
り
難
き
者
に
し
て
情
の
如
き
は
な
い
」
と
い
う
の
が
内
村

の
考
え
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
内
村
の
日
本
人
批
判
に
直
結
す
る
。

「
日
本
人
は
特
に
情
の
民
で
あ
る
」
。
情
が
日
本
人
の
行
動
の
原
動
力

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
日
本
人
に
煩
悶
の
多
い
の
は
、

こ
の
た
め
で
あ
り
、
「
日
本
人
は
情
と
情
と
の
間
に
挟
ま
れ
て
煩
悶

す
る
」
と
内
村
は
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
日
本
人
に
基
督
教

を
説
く
な
ら
ば
、
必
ず
「
激
烈
な
反
対
と
、
其
結
果
と
し
て
の
孤
独

を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
そ
し
て
、
正
義
の
道
は
、
「
不
人

情
」
の
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
「
不
人
情
」
こ
そ
が
、
前
述
の
よ
う

に
日
本
人
が
ど
う
し
て
も
赦
せ
ぬ
こ
と
な
の
で
あ
る
。
情
の
人
は
近

く
に
、
義
の
人
は
遠
く
に
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
義
人
は
、
敬
遠

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
預
言
者
も
イ
エ
ス
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

先
ず
聴
く
べ
き
は
義
、
次
が
理
、
情
は
重
ん
じ
て
も
最
後
な
の
で

最
後
に
新
渡
戸
稲
造
著
の
画
蚤
ミ
号
（
房
塞
○
『
ご
ｇ
）
で
「
義

理
」
が
ど
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
を
紹
介
し
、
内
村
の
「
義

（
６
）

理
」
観
と
の
比
較
を
す
る
。

新
渡
戸
に
よ
れ
ば
、
四
１
（
義
理
）
と
い
う
文
字
は
、
観
ぬ
三

（
５
）

あ
る
。
そ
し
て
「
単
独
を
期
し
て
神
と
共
に
歩
む
、
其
れ
が
本
当
の

ク
リ
ス
チ
ャ
ン

基
督
者
で
あ
る
。
」
と
内
村
は
、
結
論
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
こ
こ

に
「
神
の
前
に
独
り
立
つ
」
と
い
う
単
独
者
と
し
て
生
き
よ
う
と
す

る
内
村
を
見
る
。
そ
し
て
「
我
こ
こ
に
立
つ
」
と
時
の
権
力
者
た
ち

を
前
に
述
べ
た
Ｍ
・
ル
タ
ー
を
想
起
す
る
。
ル
タ
ー
か
ら
「
近
代
」

が
始
っ
た
と
す
れ
ば
、
内
村
は
「
近
代
人
」
で
あ
っ
た
。
内
村
の
「
近

代
人
」
批
判
に
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。

「
義
」
「
理
」
「
情
」
に
つ
い
て
の
内
村
が
述
べ
て
い
る
こ
と
を
対
比

し
て
お
く
。

「
義
」
堅
い
者
正
義
信
仰
性

へ
プ
ラ
イ

希
伯
来
人
に
由
っ
て
代
表
さ
れ
る
預
言
者
（
義
の
人
）

「
理
」
冷
い
者
道
理
修
得
性

ギ
リ
シ
ャ

希
臘
人
に
由
っ
て
代
表
さ
れ
る
哲
学
者
（
理
の
人
）

「
情
」
温
い
者
人
情
天
然
性

日
本
人
に
由
っ
て
代
表
さ
れ
る
歌
人
（
情
の
人
）

結
論
新
渡
戸
稲
造
の
義
理
観
と
の
比
較
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○
○

汚
煙
の
○
目
（
正
義
の
道
理
）
で
あ
っ
て
、
「
単
純
明
瞭
な
る
義
務
を
意
味

し
た
」
。
つ
ま
り
、
「
『
義
理
』
の
本
来
の
意
味
は
義
務
に
ほ
か
な
ら

な
い
」
の
で
あ
る
。
義
理
は
義
務
で
あ
っ
て
、
別
の
も
の
で
は
な
い
、

と
い
う
の
が
新
渡
戸
の
雪
譽
宣
。
で
の
見
解
で
あ
る
。
そ
し
て
、
義

理
の
対
極
は
愛
で
あ
り
、
義
理
は
、
「
人
為
的
に
作
り
出
さ
れ
た
も

の
で
、
動
機
と
し
て
は
基
督
教
の
愛
の
教
え
に
甚
だ
し
く
劣
る
、
第

二
義
的
な
力
」
で
あ
る
。
新
渡
戸
は
、
義
理
が
愛
へ
と
高
め
ら
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
新
渡
戸
に
よ
れ
ば
、
「
義
理
」
と

い
う
語
が
で
き
た
理
由
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
我
々
の
行
為
、

た
と
へ
ぱ
親
に
対
す
る
行
為
に
於
て
、
唯
一
の
動
機
は
愛
で
あ
る
べ

き
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
欠
け
た
る
場
合
、
孝
を
命
ず
る
為
め
に
は
何

か
他
の
権
威
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
人
々
は
こ
の
権
威
を
『
義

理
』
に
於
て
構
成
し
た
の
で
あ
る
。
」

内
村
は
、
「
義
理
は
義
務
で
は
な
い
」
と
両
者
が
違
う
こ
と
を
強

調
す
る
。
二
人
の
見
解
の
違
い
は
、
そ
の
主
張
の
動
機
の
違
い
に
由

来
す
る
、
と
言
え
よ
う
。

新
渡
戸
が
英
文
で
雪
譽
ミ
。
を
執
筆
し
た
動
機
は
、
日
本
の
文
化

が
西
洋
の
そ
れ
と
、
異
質
な
も
の
で
な
く
、
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
外

国
人
に
判
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
孝
に
つ

い
て
は
「
こ
の
徳
に
関
す
る
西
洋
人
の
感
情
を
私
が
知
ら
な
い
」
と

い
う
理
由
で
、
書
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
（
増

補
第
一
○
版
序
）

し
た
が
っ
て
、
新
渡
戸
は
「
義
理
の
本
来
の
意
味
は
義
務
に
ほ
か

な
ら
な
い
」
と
両
者
に
は
違
い
が
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
内
村
は
、
義
理
と
義
務
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
、
義
理
で

は
な
く
、
義
務
に
生
き
る
こ
と
こ
そ
、
本
来
の
あ
り
方
で
あ
る
と
考

え
た
。
そ
れ
故
「
義
理
の
念
が
義
務
の
念
と
な
る
ま
で
日
本
国
は
至

っ
て
詰
ら
な
い
国
で
あ
る
と
思
う
」
と
内
村
は
言
う
。
こ
の
こ
と
は

「
日
本
は
変
わ
り
得
る
」
と
い
う
思
い
が
内
村
に
あ
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
内
村
は
、
日
本
を
不
快
な
国
と
し
な
が
ら
も
、
内
村
に
は
、

日
本
は
改
革
可
能
で
あ
る
が
故
に
改
革
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く

あ
っ
た
。
問
題
は
、
如
何
に
し
て
日
本
を
改
革
す
る
か
、
そ
の
方
法

で
あ
る
。
そ
の
方
法
に
つ
い
て
、
内
村
に
は
試
行
錯
誤
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
、
個
人
（
の
良
心
）
の
改
革
か
ら
始
め
る

こ
と
を
選
択
す
る
。
個
人
が
改
革
さ
れ
て
こ
そ
、
社
会
が
変
わ
る
。

そ
れ
が
真
の
社
会
改
良
へ
の
途
で
あ
る
と
内
村
は
、
考
え
た
。
何
故

な
ら
ば
、
個
人
が
変
わ
る
と
は
、
個
人
と
個
人
と
の
関
係
が
変
わ
る（７）

こ
と
で
あ
り
、
結
局
は
社
会
の
あ
り
方
の
変
革
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

内
村
は
「
二
種
の
日
本
」
を
考
え
て
い
た
。
日
本
に
は
二
種
類
あ

る
の
で
あ
る
。
一
つ
は
「
亡
ぶ
べ
き
日
本
」
で
あ
り
、
「
貴
族
、
政

治
家
、
軍
隊
」
の
代
表
す
る
日
本
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
「
亡
ぶ
べ

か
ら
さ
る
日
本
」
で
あ
り
、
「
勤
勉
正
直
な
る
」
国
民
の
日
本
で
あ
る
。

そ
し
て
「
余
輩
が
忠
実
な
ら
ん
と
欲
す
る
は
此
不
朽
不
滅
の
日
本
」

で
あ
る
。
（
「
二
種
の
日
本
」
一
九
○
一
年
二
月
、
全
九
’
四
六
四
）
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内
村
が
「
亡
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
日
本
」
こ
そ
が
、
内
村
の
理
想
の
日

本
で
あ
り
、
「
我
が
理
想
の
日
本
は
い
ま
に
来
る
」
。
そ
し
て
「
理
想

の
日
本
、
我
は
そ
の
来
ら
ん
た
め
に
働
か
ん
か
な
」
と
決
意
す
る
。

（
「
我
が
理
想
の
日
本
」
一
九
○
一
年
七
月
、
全
九
’
二
二
九
）

現
実
の
日
本
は
、
内
村
に
と
っ
て
憤
怒
の
対
象
で
あ
る
。
し
か
し
、

絶
望
し
な
い
。
現
実
の
日
本
を
理
想
の
日
本
に
す
る
こ
と
が
可
能
だ

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
内
村
に
と
っ
て
、
伝
道
が
天
職
と
な
っ
た

の
は
、
伝
道
こ
そ
個
人
の
改
良
そ
の
も
の
で
あ
り
、
内
村
な
り
の
社

（
８
）

会
改
良
の
実
践
だ
っ
か
ら
で
あ
る
。

も
し
、
内
村
に
と
っ
て
日
本
が
「
異
郷
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

日
本
こ
そ
が
「
余
の
故
郷
」
と
い
う
篤
き
思
い
の
故
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

註
（
１
）
内
村
は
一
九
○
一
年
一
二
月
一
九
日
か
ら
三
○
日
ま
で
『
万
朝

報
』
に
「
余
の
従
事
し
っ
、
あ
る
社
会
改
良
事
業
」
と
題
し
て
短
文

を
連
載
し
て
い
る
。
そ
れ
を
『
よ
ろ
ず
短
言
』
（
一
九
○
八
年
、
警

醒
社
）
に
再
録
し
て
い
る
が
、
見
出
し
を
つ
け
て
い
る
。
そ
の
第
一

は
、
「
今
日
の
日
本
に
生
れ
来
り
し
を
悔
い
た
り
」
で
あ
る
。
（
全
九

’
四
六
九
以
下
、
解
題
五
四
九
頁
参
照
）
内
村
は
言
う
。
「
余
は
勿

論
自
か
ら
択
ん
で
明
治
の
日
本
に
生
れ
て
来
た
者
で
は
な
い
、
是
れ

天
運
の
然
ら
し
め
る
処
で
あ
っ
て
、
余
は
唯
余
の
不
幸
を
諦
め
る
ま

で
轡
あ
る
。
」
「
余
に
取
て
は
日
本
今
日
の
社
会
に
在
て
は
嫌
ふ
く
き

者
は
多
く
し
て
愛
す
べ
き
者
は
至
て
勘
い
、
余
は
実
に
現
今
の
日
本

に
対
し
て
言
ひ
尽
く
さ
れ
ぬ
程
の
不
快
の
念
を
懐
く
者
で
あ
る
。
」

内
村
に
と
っ
て
は
「
日
本
は
余
の
故
郷
で
あ
る
」
。
し
か
し
そ
の
日

本
が
、
明
治
政
府
に
汚
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
憤
る
の
で
あ
る
。
「
余

は
日
本
ら
し
く
な
い
此
日
本
に
は
全
く
愛
想
を
尽
か
し
た
者
で
あ

る
。
」
と
言
う
。
何
故
、
日
本
は
内
村
に
と
っ
て
不
快
の
念
を
覚
え

ざ
る
を
え
な
い
国
で
あ
っ
た
の
か
。

内
村
に
と
っ
て
、
日
本
の
社
会
が
不
快
で
あ
り
、
居
心
地
が
悪
い

の
は
「
日
本
の
社
会
に
在
り
て
は
敵
と
味
方
と
か
判
然
と
し
な
い
」

か
ら
で
あ
る
。
日
本
社
会
で
は
、
誰
が
敵
で
誰
が
味
方
か
判
明
し
な

い
、
こ
う
し
た
社
会
で
は
「
真
の
深
い
堅
い
友
誼
は
成
立
し
な
い
」

と
内
村
は
考
え
て
い
た
。
「
敵
味
方
を
判
明
す
る
は
友
誼
を
堂
固
に

す
る
為
に
必
要
で
あ
る
。
」
（
「
不
快
な
る
日
本
の
社
会
」
一
九
一
二

年
九
月
、
全
二
六
’
五
○
八
）

内
村
は
、
一
九
一
三
年
一
二
月
号
と
翌
月
の
一
月
号
の
『
聖
害
之

研
究
』
に
「
御
交
際
に
就
き
広
告
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
一
月
号
の

広
告
を
引
用
す
る
。

御
交
際
に
就
き
広
告

つ
づ

小
生
に
対
し
公
然
反
対
の
態
度
を
取
ら
る
、
人
と
御
交
際
を
継

け
ら
れ
る
方
は
、
自
今
小
生
に
対
し
御
交
際
を
御
断
は
り
致
し
ま

す
。
尚
ほ
又
斯
か
る
方
々
に
対
し
て
は
小
生
よ
り
も
御
交
際
致
し

○
○
○
○
、
）
○
○
○
Ｏ

ま
せ
ん
か
ら
左
様
御
承
知
を
願
ひ
ま
す
。
之
は
何
も
反
対
者
を
憎

○
○
○
○
○
０
０
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
Ｏ

む
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
友
誼
の
純
情
を
維
持
せ
ん
が
為
で
あ

○
○
○

り
ま
す
。
故
に
西
洋
諸
国
に
於
て
は
紳
士
道
徳
と
し
て
一
般
に
行

は
る
、
所
で
あ
り
ま
す
。
敵
と
味
方
と
を
判
明
し
て
初
め
て
本
当

の
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
が
成
立
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
日
本
人
の
間

に
之
が
な
い
の
は
此
道
が
欠
け
て
居
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
私
は
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自
今
努
め
て
此
道
を
実
行
し
や
う
と
思
ひ
ま
す
。
御
賛
成
を
願
ひ

ま
す
。
（
一
九
二
三
年
一
月
、
『
聖
書
之
研
究
』
二
七
○
号
、
全
二

七
’
五
六
二

（
２
）
内
村
の
特
色
は
、
「
義
務
」
を
強
調
す
る
こ
と
に
あ
る
。
と
く

に
「
恋
愛
」
に
義
務
が
と
も
な
う
べ
き
こ
と
を
説
く
。
「
恋
愛
は
義
務

に
由
て
聖
化
せ
ら
る
、
を
要
す
、
義
務
の
無
き
所
に
頼
む
べ
き
恋
愛

は
な
い
、
楽
ま
ん
が
為
の
恋
愛
で
は
な
い
、
義
務
を
果
さ
ん
が
為
の

恋
愛
で
あ
る
、
而
し
て
義
務
の
支
持
す
る
所
と
な
り
て
恋
愛
は
永
久

に
衰
へ
ず
其
幸
福
は
歳
と
共
に
加
は
る
、
恋
愛
を
義
務
の
外
に
求
め

て
人
は
実
は
嫌
厭
を
求
め
っ
、
あ
る
、
腐
蝕
し
易
き
も
の
に
し
て
恋

愛
の
如
き
は
な
い
、
而
し
て
義
務
は
恋
愛
の
新
鮮
を
維
持
す
る
為
の

唯
一
の
防
腐
剤
で
あ
る
。
」
（
「
恋
愛
の
自
由
に
就
て
」
一
九
二
一
年

二
月
、
全
二
六
’
五
三
八
）

こ
う
し
た
恋
愛
に
義
務
が
不
可
欠
と
い
う
考
え
は
、
当
時
の
若
者

に
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
恋
愛
だ
け
で
は

な
い
、
す
べ
て
の
こ
と
は
、
な
に
か
の
為
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

恋
愛
も
、
「
神
の
為
に
、
福
音
の
為
に
、
国
の
為
に
…
…
」
存
在
し
、

こ
う
し
た
こ
と
の
為
に
「
一
人
の
男
が
一
人
の
女
を
恋
ひ
、
又
一
人

の
女
が
男
を
愛
す
る
時
に
、
そ
こ
に
聖
き
美
し
き
堅
き
恋
愛
が
あ
る
」

と
内
村
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
（
同
書
）

（
３
）
「
基
督
信
徒
と
社
会
改
良
」
（
一
九
○
一
年
九
月
、
全
九
’
三
三

二
以
下
）
を
参
照
。
当
時
内
村
は
足
尾
鉱
毒
問
題
解
決
期
成
同
志
会

に
加
わ
り
、
さ
ら
に
は
「
理
想
団
」
を
組
織
す
る
な
ど
、
社
会
改
良

に
取
り
組
ん
で
い
た
。
内
村
が
日
本
社
会
の
特
色
で
あ
る
「
義
理
」

に
対
す
る
批
判
も
内
村
な
り
の
社
会
改
良
へ
の
提
言
の
一
つ
で
あ
っ

た
、
と
言
え
る
。

日
本
の
社
会
（
内
村
は
東
洋
倫
理
と
し
て
述
べ
る
）
に
義
務
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
義
務
は
下
の
も
の
が
、
上
の
も

の
に
た
い
し
て
持
つ
べ
き
も
の
で
、
上
の
も
の
が
下
の
も
の
に
義
務

が
あ
る
と
は
考
え
な
い
の
で
あ
る
。
（
「
東
洋
的
社
会
組
織
」
一
八
九

九
年
二
月
、
全
六
’
四
○
三
）

（
４
）
日
本
で
基
督
者
の
数
が
、
人
口
の
一
％
［
○
・
五
％
と
も
言
わ

れ
る
］
に
も
満
た
な
い
こ
と
の
理
由
を
し
ば
し
ば
問
わ
れ
る
。
私
は
、

人
口
の
一
％
［
○
・
五
％
］
も
基
督
者
が
い
る
こ
と
に
驚
き
と
感
謝

を
覚
え
る
も
の
で
あ
る
、
と
答
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
ど
こ
ま
で

も
日
本
人
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
基
督
者
で
あ
る
こ
と
は
、
き
わ

め
て
困
難
な
の
で
あ
る
。
内
村
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
基
督
者
の
共

通
の
課
題
で
あ
る
。
内
村
に
よ
れ
ば
、
「
真
の
日
本
人
な
く
し
て
日

本
に
於
て
真
の
基
督
者
が
な
い
。
」
真
の
日
本
人
で
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
真
の
基
督
信
者
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
の
が
内
村
の

見
解
で
あ
る
。
そ
の
真
の
日
本
人
と
は
「
正
直
な
る
、
忠
実
な
る
、

義
理
を
重
じ
、
道
を
行
っ
て
誤
ら
ざ
る
日
本
特
有
の
男
女
で
あ
る
。
」

（
「
基
督
信
者
と
日
本
人
」
一
九
二
六
年
九
月
、
全
三
○
’
五
九
）

そ
の
こ
と
は
、
基
督
教
を
日
本
化
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
「
日
本

化
さ
れ
た
る
基
督
教
は
俗
化
し
た
る
基
督
教
と
成
り
て
終
は
る
」
の

で
あ
る
。
（
「
日
本
人
と
基
督
教
」
一
九
○
四
年
八
月
、
全
一
二
’
三

四
九
）

（
５
）
内
村
は
決
し
て
「
情
」
の
持
つ
意
味
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
こ
と
を
再
度
確
認
し
て
お
き
た
い
・
内
村
は
「
情
の
人
」
で
も

あ
っ
た
。
内
村
に
と
っ
て
「
人
情
」
の
持
つ
意
味
に
注
目
さ
れ
た
の

は
、
今
高
義
也
氏
で
あ
る
。
今
高
氏
は
平
成
八
年
度
の
日
本
思
想
史

学
会
大
会
で
「
内
村
鑑
三
の
思
想
形
成
に
お
け
る
『
人
情
』
の
問
題
」
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（
本
論
は
、
大
会
当
日
の
発
題
に
注
を
つ
け
る
な
ど
、
加
筆
を
し
た
も

の
で
あ
る
。
全
と
あ
る
の
は
、
岩
波
書
店
『
内
村
鑑
三
全
集
』
全
四
○

２
、
源
了
圓
『
義
理
』
（
一
語
の
辞
典
）
、
三
省
堂
、
一
九
九
六
年

３
、
小
原
信
『
内
村
鑑
三
の
生
涯
』
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
、
一
九
九
七
年

４
、
林
由
美
子
「
『
菊
と
刀
』
研
究
ｌ
『
義
理
』
を
中
心
に
ｌ
」
（
一
九
九

七
年
度
武
蔵
大
学
卒
業
論
文
）

参
考
文
献

１
、
内
村
鑑
三
『

一
九
九
○
年
一

さ
れ
て
い
る
。
）

『

（
８
）
前
掲
の
「
余
の
従
事
し
つ
つ
あ
る
社
会
改
良
事
業
」
の
「
そ
の

九
」
は
「
つ
い
に
余
の
天
職
に
入
る
」
で
あ
り
、
内
村
は
俗
化
さ
れ

な
い
事
業
を
「
余
は
基
督
教
の
伝
道
に
お
い
て
発
見
し
た
」
と
言
う

が
、
内
村
に
と
っ
て
伝
道
こ
そ
、
社
会
改
良
の
最
も
よ
き
方
法
と
考

え
た
の
で
あ
る
。
（
全
九
’
四
七
九
）

（
７
）
渋
谷
浩
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
人
の
良
心
を
根
底
か
ら

改
良
す
る
こ
と
が
内
村
鑑
三
の
い
う
社
会
改
良
で
あ
っ
た
。
」
『
近
代

思
想
史
に
お
け
る
内
村
鑑
三
』
新
地
書
房
、
一
九
八
八
年
、
三
六
七

と
題
し
て
研
究
発
表
を
さ
れ
て
い
る
。
内
村
の
思
想
形
成
に
お
い
て

「
人
情
」
の
問
題
は
重
要
で
あ
る
。
今
高
氏
の
研
究
に
期
待
す
る
。

（
６
）
雪
譽
ミ
。
の
原
文
は
『
新
渡
戸
稲
造
全
集
』
第
一
二
巻
、
教
文

館
、
三
七
頁
以
下
を
参
照
し
、
訳
文
は
同
全
集
、
第
一
巻
、
四
三
頁

八
台
必
一
一
一
Ｉ
可
１
石
に
イ
ー
究
一

弓
ら
屯
当
多
扁
ｈ
小
１
１
ｔ
三
一
回
一

頁
。

以
下
の
矢
内
原
忠
雄
訳
に
よ
っ
た
。

世
界
の
中
の
日
本
』
内
村
鑑
三
選
集
四
、
岩
波
書
店
、

（
こ
の
論
文
に
引
用
し
た
資
料
の
多
く
は
本
書
に
収
録

巻
の
こ
と
で
あ
り
、
巻
号
と
頁
を
次
に
記
し
た
。
）

（
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
教
授
）
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